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平成18年
第1回 定例会

議決された議案…………２P

代表質問　４名…………６P

個人質問　12名…………14P

新市一般会計当初予算

200億6700万円を可決

「友だち同士でいろいろなスポーツに挑戦」「友だち同士でいろいろなスポーツに挑戦」「友だち同士でいろいろなスポーツに挑戦」
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今
定
例
会
は
、
総
額
３
６
４
億

６
７
２
６
万
６
０
０
０
円
の
一

般
・
特
別
会
計
の
平
成
１８
年
度
当

初
予
算
案
７
件
を
始
め
、
条
例
案

１５
件
、
一
般
議
案
１
件
、
人
事
案

４
件
を
上
程
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
一
般
議
案
１
件
、

人
事
案
４
件
と
追
加
議
案
の
工
事

請
負
契
約
案
１
件
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
初
日
に
可
決
さ
れ
、
同
日

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充

員
の
選
挙
を
行
い
、
委
員
４
名
、

補
充
員
４
名
を
当
選
人
と
定
め

た
。
そ
の
他
の
議
案
は
６
月
１５
日

に
開
か
れ
た
本
会
議
に
お
い
て
、

各
委
員
会
に
付
託
し
た
。

　

そ
の
後
、
所
管
委
員
会
で
慎
重

に
審
査
し
、
６
月
２７
日
の
本
会
議

に
お
い
て
各
委
員
長
か
ら
審
査
報

告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
意
見

書
案
１
件
及
び
人
事
案
１
件
が
提

出
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案
と
審
議

結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
般
会
計
当
初
予
算

　

２
０
０
億
６
７
０
０
万
円

対
前
年
度
当
初
比

　
　
　
　
　
　

０
・
８
％
減

　

平
成
１８
年
度
予
算
は
、
北
名
古

屋
市
と
し
て
初
め
て
の
予
算
で
あ

り
、
合
併
協
議
の
合
意
を
尊
重
し

て
、
で
き
る
限
り
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
が
新
市
と
し
て
統

一
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
予

算
編
成
に
努
め
、
歳
入
で
は
、

収
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
は
、

税
制
改
正
に
よ
る
増
額
を
見
込

み
約
１
１
７
億
円(

対
前
年
度
比

２
・
７
％
増)

を
計
上
し
、
建
設

事
業
に
有
利
な
合
併
特
例
債
を
活

用
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
合
併
協
議
に
よ
る

旧
２
町
の
事
務
事
業
の
一
元
化
調

整
方
針
を
基
本
に
計
上
し
、
福
祉

施
策
な
ど
で
は
、
旧
２
町
の
事
業

の
ほ
と
ん
ど
を
継
承
し
て
い
る
。

各
種
の
建
設
事
業
な
ど
に
つ
い
て

は
、
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
新
市
建
設
計
画

及
び
旧
２
町
の
従
来
の
計
画
に

沿
っ
て
編
成
し
て
い
る
。
今
後
も

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
な
配
分
と

行
政
の
効
率
化
を
さ
ら
に
進
め
合

併
の
メ
リ
ッ
ト
が
発
揮
で
き
る
よ

う
努
め
る
。

▽
平
成
１８
年
度
特
別
会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

を
始
め
６
会
計
を
含
め
て
、

１
６
４
億
２
６
万
６
０
０
０
円

で
、
対
前
年
度
当
初
比
１
・
６
％

増
と
な
っ
て
い
る
。

▽
北
名
古
屋
市
議
会
政
務
調
査
費

　

交
付
条
例
の
制
定

　

北
名
古
屋
市
議
会
の
議
員
の
調

査
研
究
を
行
う
た
め
必
要
な
経
費

の
一
部
を
交
付
す
る
も
の
で
あ

り
、
年
額
１２
万
円
と
す
る
。

　

但
し
、
平
成
１８
年
度
は
１１
万
円

と
す
る
。

▽
北
名
古
屋
市
国
民
保
護
協
議
会

条
例
の
制
定

　

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
１８
年
度

中
に
国
民
保
護
計
画
を
作
成
す
る

た
め
に
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

予

算

条

例

　第一回定例会は、６月９日から27日までの
19日間を会期として開催した。

当　初　予　算

平成18年度　北 名 古 屋 市
一般会計予算など30議案可決

会　計　名 平成18年度予算

一 般 会 計 20,067,000千円

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 6,990,000千円

老人保健特別会計 4,216,000千円

介護保険特別会計 2,394,600千円

介 護 サ ー ビ ス
特 別 会 計 215,000千円

西春駅西土地区画
整理事業特別会計 284,666千円

公共下水道事業
特 別 会 計 2,300,000千円

合　　計 36,467,266千円
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▽
北
名
古
屋
市
公
平
委
員
会
委
員

　
　

前　

田　

幸　

夫

　
　
　

北
名
古
屋
市
九
之
坪
葭
田

　
　

村　

上　

文　

男

　
　
　

甚
目
寺
町
大
字
中
萱
津
字

　
　
　

出
口

　
　

松　

田　

弘　

一

　
　
　

北
名
古
屋
市
西
之
保
立
石

▽
北
名
古
屋
市
助
役

　
　

武　

市　

重　

信

　
　
　

北
名
古
屋
市
九
之
坪
松
馬

　
　
　

場

▽
人
権
擁
護
委
員

　
　

早　

川　

博　

俊

　
　
　

北
名
古
屋
市
鹿
田

▽
北
名
古
屋
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員

　

委　

員

　
　

天　

野　
　

明

　
　
　

北
名
古
屋
市
徳
重
米
野

　

同

　
　

森　

川　

正　

弘

　
　
　

北
名
古
屋
市
久
地
野
郷
廻

　

同

　
　

安　

藤　

銑　

吾

　
　
　

北
名
古
屋
市
西
之
保
三
町

　
　
　

地

　

同

　
　

篠　

田　

み
き
子

　
　
　

北
名
古
屋
市
六
ツ
師
松
葉

　

補
充
員

　
　

寺　

澤　
　
　

晃

　
　
　

北
名
古
屋
市
中
之
郷
南

　

同

　
　

平　

手　

靜　

昻

　
　
　

北
名
古
屋
市
鹿
田

　

同

　
　

牧　

野　

鋭　

二

　
　
　

北
名
古
屋
市
九
之
坪
東
美

　
　
　

田

　

同

　
　

森　
　
　

信　

雄

　
　
　

北
名
古
屋
市
薬
師
寺
村
前

▽
北
名
古
屋
市
公
共
下
水
道
久
地

野
ポ
ン
プ
場
の
建
設
工
事
委
託

に
関
す
る
基
本
協
定
の
締
結

　

北
名
古
屋
市
久
地
野
地
内
に
設

置
す
る
公
共
下
水
道
ポ
ン
プ
場
の

建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
を

日
本
下
水
道
事
業
団
と
締
結
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
、
一
期

工
事
と
し
て
排
水
能
力
４
・
36 

m3
／
秒
を
も
つ
ポ
ン
プ
２
台
の
設

置
等
で
、
概
算
事
業
費
26
億
円
。

▽
師
勝
東
小
学
校
校
舎
耐
震
改
修

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

工
事
の
概
要
は
、
11
社
の
指
名

競
争
入
札
に
よ
り
、
校
舎
の
耐
震

補
強
工
事
、
便
所
改
修
工
事
等
を

行
う
も
の
で
、
安
藤
建
設
㈱
名
古

屋
支
店
と
２
億
７
１
９
５
万
円
で

契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
あ
る
。

27
日（
火
）

26
日（
月
）

24
日（
土
）

～

25
日（
日
）

23
日（
金
）

22
日（
木
）

21
日（
水
）

20
日（
火
）

19
日（
月
）

17
日（
土
）

～

18
日（
日
）

16
日（
金
）

15
日（
木
）

14
日（
水
）

10
日（
土
）

～

13
日（
火
）

６
月
９
日

（
金
）

第
一
回
定
例
会
審
議
日
程

本
会
議

諸
般
の
報
告
、
委
員

長
報
告
、
質
疑
、
討

論
、
採
決
、
追
加
議

案
の
上
程
、
提
案
説

明
、
質
疑
・
討
論

　

省
略
、
採
決
、
閉
会

議
会
運
営
委
員
会

休
会

行
政
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

休
会

本
会
議

　

一
般
質
問
（
個
人
）

本
会
議

質
疑
、
議
案
の
委
員

会
付
託
、
一
般
質
問 

（
代
表
・
個
人
）

議
会
運
営
委
員
会

休
会

本
会
議

開
会
、
会
議
録
署
名

議
員
の
指
名
、
会
期

の
決
定
、
諸
般
の
報

告
、
市
長
所
信
及
び

施
政
方
針
、
議
案
の

上
程
、
提
案
説
明
、

一
部
議
案
の
採
決
、

追
加
議
案
の
上
程
、

提
案
説
明
、
採
決
、

選
挙
、
特
別
委
員
会

の
設
置

選
任
同
意

契

約

推

薦

選

挙
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▽
第
一
回
定
例
会
の
第
４
日
の
６

月
27
日
に
、
出
資
法
の
上
限
金

利
の
引
き
下
げ
等
、「
出
資
の

受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等

の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
」
及

び
「
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す

る
法
律
」
の
改
正
を
求
め
る
意

見
書
が
議
員
提
案
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
全
員
賛
成
に
よ
り
可

決
し
た
後
、
関
係
機
関
へ
提
出

し
た
。

出資法の上限金利の引き下げ等、 「出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに
関する法律」及び「貸金業の規制等に関する法律」の改正を求める意見書

　北名古屋市議会は関係機関に対し、「出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律」（以
下「出資法」という）及び「貸金業の規制等に関する法律」（以下「貸金業規制法」という）を次の趣
旨により下記のとおり改正するよう求める意見書を提出いたします。
　経済苦による自殺、夜逃げ等の被害が後を絶ちません。この大きな要因が貸金業者の高金利にあり
ます。現在、利息制限法は制限金利を年15％から20％とし、この利率を超える利息は民事上無効で
あり超過部分の返済義務がないと規定されているにもかかわらず、出資法の上限利率を超えない限り
刑事罰の対象とならないことからほとんどの貸金業者は年25％から29.2％の約定金利で貸付を行っ
ています。よって、直ちに引き下げを求めるものです。
　また、貸金業規制法第43条では、債務者が利息制限法の制限を超える利息を任意に支払いかつ貸
金業者が法定の契約書面等を適切に交付した場合に限りこれを有効な利息の支払と「みなす」という
いわゆる「みなし弁済」を規定しています。しかし、現実に「みなし弁済」の要件を満たした営業を
行っている貸金業者は皆無に等しく、債務整理や訴訟においては利息制限法に基づいて債務額を確定
し、過払金があれば債務者に返還させるのが司法の判断であります。従って約定利率が少なくとも利
息制限法所定の利率であれば多重債務に陥らず、税金、社会保険料の滞納や家庭崩壊、犯罪等の問題
にはならなかったと考えられる事案も多くあることから、少なくとも出資法の上限金利は利息制限法
の上限金利まで引き下げるべきであります。利息制限法と出資法の上限金利というダブルスタンダー
ドがあるゆえ常に紛争が発生しています。よって、この原因となっている貸金業規制法第43条の「み
なし弁済」規定を撤廃することを求めます。
　さらに、日賦貸金業者及び電話担保金融の特例金利として、年利54.75％という高金利が存在して
います。これを現行の年利29.2％から利息制限法所定金利まで引き下げることを求めます。出資法と
同様、日賦貸金業者及び電話担保金融業者のみ特例を認める必要性がないからです。

記

（1）出資法第５条の上限金利を、利息制限法第１条の制限金利まで引き下げること
（2）貸金業規制法第43条のいわゆる「みなし弁済」規定を撤廃すること
（3）出資法における、日賦貸金業者及び電話担保金融に対する特例金利を廃止すること

　 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　平成18年６月27日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県北名古屋市議会

衆 議 院 議 長　　河　野　洋　平　　様
参 議 院 議 長　　扇　　　千　景　　様
内 閣 総 理 大 臣　　小　泉　純一郎　　様
総 務 大 臣　　竹　中　平　蔵　　様
法 務 大 臣　　杉　浦　正　健　　様
金 融 担 当 大 臣　　与謝野　　　馨　　様
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第 一 回 定 例 会
◇上程議案と審議結果◇

平成18年度北名古屋市一般会計予算について　 ………………………………………… 原案可決（賛成多数）

平成18年度北名古屋市国民健康保険特別会計予算について　 ………………………… 原案可決（全員賛成）

平成18年度北名古屋市老人保健特別会計予算について　 ……………………………… 原案可決（全員賛成）

平成18年度北名古屋市介護保険特別会計予算について　 ……………………………… 原案可決（賛成多数）

平成18年度北名古屋市介護サービス特別会計予算について　 ………………………… 原案可決（全員賛成）

平成18年度北名古屋市西春駅西土地区画整理事業特別会計予算について　 ………… 原案可決（全員賛成）

平成18年度北名古屋市公共下水道事業特別会計予算について　 ……………………… 原案可決（全員賛成）

北名古屋市議会政務調査費交付条例の制定について　…………………………………… 原案可決（全員賛成）

北名古屋市職員団体の登録に関する条例の制定について　……………………………… 原案可決（全員賛成）

北名古屋市職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の制定について… 原案可決（全員賛成）

北名古屋市特別職報酬等審議会条例の制定について　…………………………………… 原案可決（全員賛成）

北名古屋市総合計画審議会条例の制定について　………………………………………… 原案可決（全員賛成）

北名古屋市国民保護協議会条例の制定について　………………………………………… 原案可決（賛成多数）

北名古屋市国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部条例の制定について　……… 原案可決（賛成多数）

北名古屋市交通安全推進協議会条例の制定について　…………………………………… 原案可決（全員賛成）

北名古屋市次世代育成支援対策地域協議会条例の制定について　……………………… 原案可決（全員賛成）

北名古屋市農業委員会の選挙による委員の定数条例の制定について　………………… 原案可決（全員賛成）

北名古屋市行政改革推進委員会条例の制定について　…………………………………… 原案可決（全員賛成）

北名古屋市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について　…………… 原案可決（全員賛成）
北名古屋市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を
　改正する条例について　…………………………………………………………………… 原案可決（全員賛成）
北名古屋市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について　……………………… 原案可決（賛成多数）

北名古屋市医療費支給条例の一部を改正する条例について　…………………………… 原案可決（全員賛成）

北名古屋市公共下水道久地野ポンプ場の建設工事委託に関する基本協定の締結について　 … 原案可決（全員賛成）

北名古屋市公平委員会委員の選任について　……………………………………………… 原案同意（全員賛成）

北名古屋市公平委員会委員の選任について　……………………………………………… 原案同意（全員賛成）

北名古屋市公平委員会委員の選任について　……………………………………………… 原案同意（全員賛成）

人権擁護委員の候補者の推薦について　…………………………………………………… 原案同意（全員賛成）

工事請負契約の締結について　……………………………………………………………… 原案可決（全員賛成）

出資法の上限金利の引き下げ等、「出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関する
　法律」及び「貸金業の規制等に関する法律」の改正を求める意見書の提出について　 … 原案可決（全員賛成）

北名古屋市助役の選任について　…………………………………………………………… 原案同意（全員賛成）
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旧
２
町
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
文
化
・
風
土
の
違
い
が
あ
り
、

市
民
間
に
お
い
て
は
、
各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
の
交
流
が
活
発
に
な

り
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
、
喜
ば
し
く
感
じ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
市
民
の
心
に
旧
２
町
の
個
別
な
意
識
が
、
ま
だ

ま
だ
残
っ
て
お
り
、「
西
春
町
で
は
」、「
師
勝
町
の
場
合
は
」
と
い
っ

た
言
葉
が
、
会
話
の
中
に
出
て
き
て
い
る
の
を
耳
に
す
る
。

　

市
長
も
そ
う
し
た
事
を
憂
慮
さ
れ
、
市
民
相
互
の
融
和
策
に
取
り
組

む
方
針
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
個
別
な
意
識
を
払
拭
し
、
市
民
間
で
一
体

感
・
連
帯
意
識
を
高
揚
し
、
融
和
を
促
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
施
策
の
計

画
の
考
え
は
。

市政クラブ

長 瀬 悟 康

市民の融和対策への取り組みは

市　長　新市で最優先に取り組まなければならないことに、「市民の融和」を挙げているが、しかし、100

年という歴史を持った旧西春、師勝両町は、独自の町の風土や習慣・伝統に基づいて発展してきた。

　今後更なる地域の発展を目指して、このことを積極的に市民にアピールしていくことも重要な仕事である

と認識しており、「市民間で一体感・連帯意識を高揚し、融和を促進するための市民と行政の協働によるイ

ベント」として、具体的には、大勢の市民の方の参加を得て、「ベートーベンの「第九」を歌う会」の記念

行事を、市民による市民のための行事として企画している。

　この「第九」の歌詞には、人々が垣根を越えて融合することを願うという内容が含まれており、市民融和

の記念事業としての趣旨に合致しており、節目の行事として取り上げるのに相応しいと考えるので、事業の

実施に向けてお力添えをお願いしたい。

　また、市民の連帯感を増進させるその他の事業についても積極的に展開していきたい。

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！
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市
内
基
幹

　

  
循
環
バ
ス
の
整
備
を　

　

交
通
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、

産
業
や
物
流
だ
け
で
な
く
、
日
々

の
生
活
に
対
す
る
影
響
が
大
き
い

た
め
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

生
活
者
の
視
点
が
求
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
安
全
で
快

適
な
交
通
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
取
り
組
み
の
う
ち
、
特
徴
的
な

動
き
と
し
て
、
歩
行
者
・
暮
ら
し

の
道
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど

の
あ
り
方
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
本
市
東
部
を
走
っ
て
い
た
名

鉄
バ
ス
小
木
線
が
廃
止
と
な
り
、

通
勤
・
通
学
に
利
用
さ
れ
て
い
た

方
々
が
、
大
変
不
便
を
感
じ
て
い

る
新
た
な
事
態
も
発
生
し
て
い
る

中
、
一
般
の
交
通
手
段
と
し
て
の

側
面
も
含
め
た
市
内
基
幹
循
環
バ

ス
整
備
に
向
け
た
具
体
的
な
内
容

は
。

市　

長　

市
民
の
交
流
や
、
一
体

感
、
連
帯
意
識
の
高
揚
を
図
る
上

で
も
公
共
交
通
機
関
の
整
備
は
そ

の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
北
名
古
屋
市
の
交
通
網
と

し
て
は
、
中
央
部
に
名
鉄
犬
山
線

が
縦
断
し
西
春

駅
、
徳
重
・
名

古
屋
芸
大
駅
が

あ
り
、
南
部
隣

接
に
は
名
古
屋

市
営
バ
ス
が
あ

る
こ
と
を
考
慮

し
、
市
内
公
共

交
通
の
あ
り
方

を
ど
う
す
る

か
、
い
か
に
し

て
多
く
の
方
が

利
用
し
て
い
た

だ
け
る
バ
ス
で

あ
る
べ
き
か
、

道
路
状
況
を
勘

案
し
基
幹
路
線

と
小
回
り
路
線

と
の
併
用
、

利
用
は
有
料

と
し
、
運
営
は
民
間
に
委
託
を
す

る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
で
、
現

在
、
防
災
・
環
境
部
に
お
い
て
、

企
画
・
財
政
・
福
祉
・
建
設
及
び

教
育
の
関
係
部
署
で
組
織
す
る

「
市
内
循
環
バ
ス
整
備
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
「
乗
り

合
い
バ
ス
」
と
し
て
多
く
の
方
が

乗
り
合
い
、
通
勤
、
通
学
や
買
い

物
な
ど
市
内
の
行
き
来
に
利
用
さ

れ
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生

ま
れ
る
よ
う
な
市
内
交
通
シ
ス
テ

ム
の
北
名
古
屋
市
循
環
バ
ス
整
備

に
向
け
、
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

　

今
後
早
急
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

方
針
を
ま
と
め
、
各
種
団
体
の
代

表
者
な
ど
を
委
員
と
し
た
、（
仮

称
）
北
名
古
屋
市
バ
ス
対
策
協
議

会
を
設
置
し
、
市
内
循
環
バ
ス
の

整
備
に
つ
い
て
、
協
議
を
し
、
進

め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

監査事務体制の充実
　情報公開条例に基づき、監査基準、
監査技術、監査の方法や具体的な監査
の進め方も多くなってきており「開か
れた監査」が求められる時代、監査事
務を独立した体制に再構築し、内部監
査体制の抜本的な見直しをする考えは。

市　長　町から市になり組織が拡大し
たことにより、確かに監査体制には、
より高い独立性・専門性・透明性等を
確保することが求められており、監査
体制の更なる充実を図っていく必要が
ある。現在、監査事務局の職員は市長
部局との兼務であり、独立性、専門性
の観点からも拡充の必要性があるため、
今後、監査委員の意見も伺いながら、
具体的な体制整備を検討していきたい。

国際交流について
　「愛・地球博」で旧師勝町は大韓民国、タジキスタン共和国、旧西
春町はエルサルバドル共和国とそれぞれフレンドシップ事業を展開
したが、基本的には広く多くの国を受入れ、積極的に交流を図って
いくのが国際交流の本来のあり方と思うが、市長の考えは。
　また、近隣市には、ほとんど国際交流協会の組織があり、交流の
拠点としての機能を担っているが、本市においてもそのような組織
を立ち上げる考えは。

市　長　交流したエルサルバドル共和国、大韓民国、タジキスタン
共和国との交流については、このままで終わらせることなく、更な
る交流へとつなげて行きたいと考えているが、相手国の事情も考慮
し、まずは、韓流ブームで市民に関心が高く、日本と親密な関係に
ある大韓民国と、これから具体的にどんな交流が出来るのかを関係
機関とも協議するとともに、各種団体等にも意見を聞き研究してい
きたい。
　また、国際交流協会は、諸外国との相互理解や友好親善を深めて、
人づくりなどを通し、元気あるまちづくり、地域の活性化にも寄与
できるものと理解しており、近隣市町の状況も調査し民間レベルを
中心にした交流を基本にした、よりよい方策を研究していきたい。

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

大韓民国フレンドシップ記念植樹
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総
合
計
画
の
基
本
作
成
と

最
重
要
課
題
に
つ
い
て

公 明 党

海 川 恒 明
　

２
町
が
合
併
し
て
北
名
古
屋
市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
合
併
の
最

大
目
的
は
、
市
の
財
源
の
安
定
化
で
あ
り
、
安
定
し
た
財
政
運
営
に
よ
る

健
全
財
政
の
推
進
に
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、
市
長
は
、
所
信
及
び
施
政

方
針
に
お
い
て
「
市
の
将
来
像
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
決
め
る
総
合
計

画
の
策
定
を
急
ぎ
、
健
康
快
適
都
市
を
基
礎
に
、
市
民
、
議
員
の
参
画
を

得
て
、
平
成
19
年
度
末
ま
で
に
総
合
計
画
の
策
定
を
考
え
て
い
る
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
総
合
計
画
の
基
本
作
成
に
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
総
合
計
画
の
最
重
要
課
題
を
ど
こ

に
求
め
て
い
る
か
。

市　長　平成 18年度中は職員によるプロジェクトチームを編成し、事務事業の現況、課題並びに今後の方
針などを整理、検討し、コンサルタントなどの力を借りながら、素案を策定し、平成 19年度には、議会、
市民の方々の参画を得て、総合計画を策定していく考えである。
　次に、総合計画の最重要課題については、第１は「心身の健康づくりの充実」で、健康づくりに取り組め
る環境の整備を推進すること。
　第２は「地域医療体制の充実・強化」で、救急医療体制を中心に地域医療体制の充実に努めること。
　第３は「きめ細かい福祉サービスの充実」で、多様化する市民のニーズに応えるため、既存福祉施設の整
備と新たな福祉関連施設の整備を進めるとともに、介護予防施策の充実を図ること。
　第４は「魅力ある新市の顔づくり」で、西春駅周辺を新市の拠点として整備を進め魅力ある中心市街地を
形成すること。　　　　　　　
　第５は「交通ネットワークの充実」で、市内の円滑な交通と広域的な交通道路網の整備を進めること。
　第６は「快適な生活環境を支える下水道事業の推進」で、公共下水道整備を計画的に推進すること。
　第７は「災害に強い全市防災都市づくり」で、総合的な治水対策を促進するとともに、防災施設・設備の
整備に努め、防災体制を強化すること。
　第８は「水辺と文化の回廊づくり」で、水辺環境の保全に努め、市民の憩いの場として水辺の回廊としてネッ
トワーク化を図ること。
　第９は「自立自治体づくりのための行動･実践システムづくり」で、市民と行政が、自立したまちづくり
を推進するために、全市民まちづくり参画・協働システムを構築すること。
　以上の９項目を最重要課題と考えている。

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

工事が進む流域下水道
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合
併
に
よ
る

　
　
　

  

行
財
政
改
革
を　

　

合
併
の
効
果
を
生
か
し
た
行
財

政
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
、
財

政
的
、
行
政
能
力
的
に
も
自
立
し

て
自
前
の
施
策
が
で
き
る
自
立
都

市
を
目
指
す
行
財
政
改
革
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市　

長　

合
併
は
行
財
政
改
革
の

起
爆
剤
と
も
い
わ
れ
、
行
政
区
域

の
規
模
拡
大
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
か
ら
、
事
務
事
業
の
合
理

化
、
高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
専
門
職
員
の
配
置
及
び
人
件

費
、
管
理
費
の
削
減
等
、
行
財
政

運
営
の
効
率
化
等
を
図
る
と
と
も

に
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
並
び
に

基
礎
自
治
体
と
し
て
の
自
主
自
治

体
づ
く
り
が
可
能
と
な
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
合
併
の
効

果
を
最
大
限
に
活
か
す
と
と
も

に
、
北
名
古
屋
市
と
し
て
の
自

立
、
財
政
力
等
の
総
合
力
を
高

め
、
市
の
発
展
と
市
民
の
幸
福
を

図
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
引
き
続
き
積
極
的
に
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

乳幼児保育施設の建設計画は
　子育て中の保護者が安心して働くことがで
きるために、新市において、新しく乳幼児保
育施設の建設はあるか。また、施設の建設が
あれば進捗状況は。

市　長　現在、旧師勝町の南部に位置する久
地野保育園の園舎の老朽化及び保育室の不足
に伴い、園舎の建替えを進めているところで
ある。
　この施設は、保育園のほかに子育て支援セ
ンター及びコミュニティー広場を整備するも
ので、特に施設の特色としては、子育て支援
センターに、子育て広場と併せて高齢者交流
サロンを設置し、高齢者とのふれあいの場と
して、子育て支援活動の援助と高齢者の生き
がい活動づくりを支援していく。また、コミュニ
ティー広場については、会議室等を地域の会合
等に開放し、施設全体の多機能化を図っていく。
　久地野保育園の建設概要及び進捗状況につ
いては、施設の構造は鉄骨造・一部鉄骨鉄
筋コンクリート造の２階建、延べ床面積が
2,832.5 ㎡で、現在、建物の駆体となる鉄骨
の柱の建て起しを施工しているところである。

保育園・児童館の安全・安心対策は
　現在、緊急通報システムと防犯カメラの設置は、施設の
半数ほどが終わっているが、残された全ての施設に、緊急
通報システムと防犯カメラを早急に設置する考えは。

市　長　緊急通報システムの導入については、旧師勝町に
おいては、平成 14年４月から夜間警備に加え、昼間の緊
急事態にも対応出来るよう、各保育園・児童館の職員室に
２カ所のパニックボタンを設置して施設内の防犯対策の強
化に努めている。
　また、旧西春町においては、平成 17年度に各保育園・
児童館の職員室に１カ所のパニックボタン設置のほかリ
モートコントロールで非常事態を知らせる腕時計型送信機
を各施設に３基を職員に携帯させて対応しており、旧両町
ともほぼ同様に設置している。
　次に防犯カメラの設置については、平成 17年度に旧西
春町の保育園・児童館に設置しており、一方、旧師勝町に
おいては、未設置となっているが、施設整備計画を検討す
る上で、防犯対策を重点に置いた保育室の配置など、利用
形態による管理上も含め、その対策を考えてきました。い
ずれにしても、セキュリティー技術の開発が著しく進む社
会において、園児・児童の安全を守ることを最優先に防犯
の効果性と設置に係る経費面等を勘案するなか最新システ
ムの設置に向け努力していきたい。

　

経
費
削
減
等
の

「
指
定
管
理
者
制
度
」
に
つ
い
て　

　

新
市
に
お
い
て
、
行
政
か
ら
民
間
へ
の
改
革
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
経
費
の

削
減
等
の
観
点
よ
り
、
市
の
公
共
施
設
の
管
理
を

今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市　

長　

指
定
管
理
者
制
度
の
本
質
を
考
え
る
と

き
、
こ
の
制
度
が
有
効
に
機
能
す
る
施
設
か
ど
う

か
、
何
を
目
的
に
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
か
、
つ

ま
り
施
設
の
利
用
促
進
な
の
か
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
導
入
が
必
要
な
の
か
、
単
に
経
費
節
減
が
目
的

な
の
か
、
現
状
の
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

い
る
施
設
も
含
め
、
今
後
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
も
多
い
と
考
え
て
い
る
。
制
度

導
入
の
た
め
の
統
括
的
な
条
例
の
制
定
は
終
わ
っ

て
い
る
の
で
、
今
後
は
個
々
の
施
設
ご
と
に
検
討

し
て
い
く
。

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！
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北名古屋市の将来像及び総合計画の取り組み方は
　市長就任後、１カ月半が経過したが、北名古屋市をどのようにイメージし、方向付けされるのか。

　また、北名古屋市の将来像とまちづくりの方向を決める総合計画策定の取り組みについて、より実現性の

高いものとするため、どのような手法で取り組んでいかれるのか。

市　長　誰もが健康に、快適に、そして自らの力で自立して、安全・安心に暮らせるまち「健康快適都市」

を目指す。住民自治を自らが実現できる自立した市民意識にあふれたまち、それがイメージする理想の北名

古屋市の姿である。

　また、総合計画は、北名古屋市の方向を決める極めて重要な計画である。夢を語るだけの計画ではなく、

実現性のあるものでなければならない。政策目標があるとすれば、どのような方法や手法で進めていくの

か、また、どういう制度を活用していくかなどを政策目標と同時に示すことができれば、より実現性が高く

なるのではないかと考えている。そのため、住民の意見集約の仕方、県や国の制度の活用、推進組織のあり

方など示しながら、総合計画の策定に向け取り組んでいきたい。

市民に愛される職員であるために
　合併時は、職員もかなり混乱し、その対応に不満
を感じる方もみえた。市民に愛される職員になるた
めには、笑顔で挨拶ができ、優しさと思いやりのあ
る態度が必要である。職員の姿勢について、どのよ
うに考えるか。

市　長　いろいろな事態を想定して準備をしていた
が、予想外の事態が発生し、戸惑いが混乱と事務の
停滞を招いたようだ。合併に限らず、常に不測の事
態を想定して対応を考え、様々な事態に対処できる
よう職員の指導をしていく。また、行政が市民の信
頼を得ることができなければ、自治体も成り立たな
い。市民の方々に「合併して職員が親切になった。
一生懸命やっているのが伝わる。私たちも地域のた
めにできることをやろう。」と思っていただけるよ
う機会を捉えて職員に啓蒙を図る。

市民民主クラブ

日 栄 政 敏

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

市役所窓口（東庁舎）
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温
暖
化
対
策
と

学
校
エ
コ
改
修
事
業
は　
　

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
本
市
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
削
減
に
取
り
組
む
考
え
は
。
ま
た
、
西
春
中
学
校
で
は

環
境
省
の
モ
デ
ル
事
業
の
認
定
を
受
け
、「
エ
コ
改
修
事

業
」
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

市　

長　

弥
勒
寺
保
育
園
や
健
康
ド
ー
ム
で
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
も
え
の
丘
の
屋
上
緑
化
や
建
設
中

の
（
仮
称
）
久
地
野
保
育
園
の
壁
面
緑
化
、
市
民
の
方
へ

も
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
制
度
を
設
け
、
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
西
春
中
学
校
で
は
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
型
、
建
物
緑
化
型
、
木
材
利
用
型
な
ど
の
提
案

を
受
け
、
改
修
内
容
が
決
定
し
、
来
年
度
、
改
修
工
事
の

予
定
で
あ
る
。

学
校
教
育
問
題
は

　

子
供
た
ち
の
学
力
向
上
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
ら
れ

る
の
か
。
ま
た
、
本
市
に
お
け
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
成
果
と

今
後
の
在
り
方
は
。

教
育
長　

小
学
校
１
年
生
と
中
学
校
３
年
生
の
全
ク
ラ
ス
で
２
人

担
任
制
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学
校
全
体
が
落
ち
着
き
、
学

習
へ
の
取
り
組
み
に
も
積
極
的
に
な
る
な
ど
、
成
果
が
上
が
っ
て

い
る
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
つ
い
て
、
小
学
校
で
は
、
自
分
な

り
の
目
標
を
持
ち
、
向
上
を
目
指
し
工
夫
す
る
児
童
の
増
加
が
み
ら

れ
、
中
学
校
２
年
生
で
は
職
場
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
る
が
、
生
徒

の
多
く
が
「
意
義
あ
る
も
の
だ
」
と
と
ら
え
て
お
り
、
多
く
の
事
業

所
か
ら
も
同
様
の
意
見
を
伺
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
こ
の
方

向
で
進
め
た
い
。

障害者自立支援法への取り組みは
　支援費制度が実施され、本人、家族の経済負
担は大きく、苦労している。更に、施設サービ
スや在宅サービスの不足などがあり、それらの
対策は。また、相談窓口の役割は重要となる。
窓口を充実させる方策は。

市　長　制度改正により、サービス費用の１割
を負担する定率負担となったが、負担能力の乏
しい方には、負担を軽減する制度も設けられて
いる。平成19年４月には（仮称）尾張中部福祉
圏域障害者施設が開所予定であり、サービスの
充足が期待できる。また、相談窓口について、
市では両庁舎に担当者を配置しているが、より
専門的な知識や情報を有する市社会福祉協議会
や関係社会福祉法人等で相談ができるよう協議
している。

救急医療体制整備への
取り組みは

　第二次救急医療体制の整備のため、済衆館病
院に対し、建設費や医療機器等の一部を補助す
るが、検査や確認方法は。また、完成後の運営
には、どのような関わりを持つのか。

市　長　第二次救急医療を実施するのに必要な
建物スペース、医療機器に対し、本市を含む
２市２町で補助するが、西春日井広域事務組合
で対応することになっており、今後、他の市町
と協議する。また、完成後の運営については、
西春日井広域事務組合を中心に他の市町と協議
し、済衆館病院と打合わせていく。

福祉事務所の設置に
伴う生活保護の状況は

　市制移行により福祉事務所が設置され、新た
に生活保護法に基づく事務が業務に加わった。
本市における生活保護の実態は。

市　長　従来、県で行っていた生活保護法に基
づく事務は、社会福祉法の規定により、市制施
行時に設置した北名古屋市福祉事務所に移管
した。５月末現在で生活保護受給者は、174世
帯、235人。最近は、虐待や配偶者からの暴力
などもあり、制度も複雑多岐にわたることから
専門的かつ幅広い知識が求められている。県
などの指導・助言を仰ぎながら、取り組んでい
く。

新
市
の
財
政
状
況

及
び
税
収
を

高
め
る
方
策
は

　

北
名
古
屋
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
今
後
、

税
収
を
高
め
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え

る
か
。

市　

長　

国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
構
造
改

革
に
よ
り
、
地
方
の
財
政
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
合
併
を
し
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
、
財
源
の
確
保
に

努
め
て
い
る
。
自
主
財
源
の
確
保
は
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
区
画
整
理
や
下
水
道
整
備
な
ど
を
進
め
、

優
良
企
業
の
進
出
を
促
す
な
ど
、
市
税
収
入
の
増

加
を
図
り
た
い
。

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！
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市　

長　

商
工
会
の

合
併
は
、
財
政
基
盤

の
強
化
と
組
織
及
び

事
業
の
効
率
化
並
び

に
経
費
の
削
減
、
地

域
振
興
及
び
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
業

の
効
果
的
な
実
施
を

促
進
す
る
と
と
も

に
、
事
務
局
の
機
能

強
化
に
よ
る
支
援
事

業
の
充
実
や
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
市
と
し
て
も
、

ぜ
ひ
と
も
両
商
工
会

の
早
期
合
併
を
望
ん

で
い
る
。

　

現
在
、
両
商
工
会

で
、
合
併
検
討
委
員

会
、
研
究
会
、
分
科

会
等
を
設
置
し
、
協

議
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の

結
果
の
報
告
を
受
け

て
い
る
が
、
長
年
培
わ
れ
て
き
た
歴
史
や
各
種
事
業
へ
の
取
り
組
み
の
違

い
か
ら
、
合
併
協
議
が
容
易
に
進
展
せ
ず
、
そ
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い

る
。
幸
い
に
も
、
本
年
度
内
に
は
、
両
カ
ー
ド
事
業
協
同
組
合
の
合
併
が

予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
契
機
に
商
工
会
の
早
期
合
併
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
更
な
る
商
工
会
の
取
り
組
み
を
期
待
し
な
が
ら
、
随
時
、
進
捗

状
況
を
把
握
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
助
言
し
て
い
き
た
い
。

「
商
工
会
の
合
併
を
問
う
」

北名古屋市無所属クラブ

法  月 　 章
　

北
名
古
屋
市
に
は
「
西
春
町
商
工
会
」
と
「
師
勝
町
商
工
会
」
の
二
つ

が
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
両
商
工
会
は
西
春
町
と
師
勝
町
の
合
併
と
同

時
に
合
併
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
両
町
が
合
併
し
、
北

名
古
屋
市
が
誕
生
し
て
も
合
併
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

昨
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
商
工
会
合
併
検
討
委
員
会
で
こ
の
問
題
を
協
議

し
た
が
、
両
商
工
会
の
合
併
に
対
す
る
考
え
方
に
は
か
な
り
の
温
度
差
が

あ
り
、
今
な

お
、
進
展
の
兆

し
が
見
え
な

い
。
現
在
、
両

商
工
会
は
合
併

促
進
協
議
会
を

設
置
し
、
商
工

会
職
員
同
士
の

分
科
会
で
協
議

し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
合
併
の

進
捗
状
況
の
把

握
を
含
め
、
ど

の
時
期
を
め
ど

に
商
工
会
の
合

併
を
考
え
て
い

る
の
か
。ま
た
、

商
工
会
の
合
併

に
対
し
て
、
強

い
指
導
力
を
発

揮
す
る
考
え

は
。

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

西春町商工会

師勝町商工会
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平
成
12
年
の
東
海
豪
雨
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
新
川
流
域
の
治
水
対
策

は
、
激
特
事
業
に
よ
り
、
新
川
を
始
め
、
中
江
川
の
河
川
改
修
が
進
み
、
市
内
で
も
旧
両

町
で
雨
水
貯
留
施
設
の
建
設
が
進
む
な
ど
一
段
落
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
主

に
市
街
化
調
整
区
域
内
で
の
大
規
模
な
開
発
が
相
次
ぎ
、
自
然
の
遊
水
地
で
あ
っ
た
水

田
が
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。
市
民
の
生
命
財
産
の
安
全
を
考
え
る
と
今
の
状
態
で

終
わ
り
で
は
な
く
、

今
後
の
更
な
る
対
策

が
重
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
治
水
対
策
と

し
て
考
え
ら
れ
る
の

は
、
市
内
を
流
れ
る

一
級
河
川
を
整
備
し

て
い
く
こ
と
が
、
一

番
効
果
的
で
あ
る
と

思
う
。
県
事
業
の
進

捗
を
待
っ
て
い
る
だ

け
で
は
、
県
の
財
政

状
況
を
考
え
て
み
て

も
、
早
急
な
対
応
が

期
待
で
き
る
状
態
で

は
な
く
、
市
と
し
て

得
策
で
は
な
い
。
県

事
業
の
進
捗
を
促
す

の
も
ひ
と
つ
の
方
法

で
あ
る
が
、
今
後
の

治
水
対
策
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

「
今
後
の
治
水
対
策
に
つ
い
て
」

市　長　本市は、平成12年９月の東海豪雨により大水害を被り、平成13年に新川流域緊急５か年計画を策
定して、雨水流出抑制事業を新川流域の市町とともに展開してきた。この緊急５か年計画における北名古屋
市の目標貯留量は29,526㎥だが、平成17年度末の実績貯留量は42,516㎥。また、国や県では改修工事や
洗堰の嵩上げ、さらには河川ポンプの増強も実施されるなど、新川流域の治水を取り巻く環境は大幅に改善
された。しかし、これらの事業で洪水による浸水被害の軽減は図られたものの、市が行うべき流域貯留事業
は始まったばかりであり、内水被害に対しては、不十分と言わざるを得ない状況である。これまで、自然の
遊水地であった多くの水田が宅地等に開発されたことにより、確実に治水安全度が低下しているのも事実で
ある。このため、本年の１月１日から本市を含む新川流域は、特定都市河川流域に指定されたことから、農
地を転用する場合等には、雨水貯留
浸透施設の設置が開発者に義務づけ
された。
　また、この法律では、流域の県と
市町、河川と下水道管理者が共同し
て、総合的な浸水被害対策を推進し
なければならないことから、現在、
県とそのための計画について協議を
重ねており、計画がまとまり次第報
告をする。いずれにしても、またい
つ起きるか計り知れない災害に対処
するため、しっかりとした実行性の
ある目標を立て、官民一体となって
治水対策を推進し、住民の生命財産
の保全に努める。

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

新川洗堰

新川治水工事
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窓
口
業
務
や
事
務
手
続
き
の
苦

情
を
数
多
く
受
け
て
い
る
が
、
健

康
快
適
都
市
を
目
指
す
北
名
古
屋

市
発
展
の
た
め
に
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

　

今
後
、
総
合
窓
口
方
式
を
取
り

入
れ
る
考
え
や
職
員
に
ど
の
様
に

指
導
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

第
一
に
考
え
、
自
治
会
に
相
談
も

な
く
変
更
し
た
狂
犬
病
の
接
種
場

所
を
合
併
前
の
場
所
に
戻
し
、
献

血
に
つ
い
て
も
、
小
学
校
区
単
位

で
行
う
考
え
は
な
い
か
。

市　

長　

住
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
総
合
窓
口
を
設
け
て

対
処
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

不
慣
れ
な
状
況
で
職
員
が
戸
惑

い
を
感
じ
、
市
民
の
皆
様
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
が
、
徐
々
に
解
消
し
つ
つ

あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

職
員
へ
の
指
導
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
に
来
庁
さ
れ
た
方
に
明
る

く
気
持
ち
良
く
応
対
す
る
た
め
に

は
挨
拶
が
大
切
で
あ
る
。
挨
拶
を

通
し
て
市
民
と
の
接
点
が
生
ま

れ
、
市
民
と
行
政
の
関
係
も
深

ま
っ
て
く
る
と
信
じ
て
い
る
の

で
、
引
き
続
き
職
場
研
修
な
ど
を

積
極
的
に
実
施
し
、
全
職
員
と
と

も
に
市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る

市
役
所
づ
く
り
を
進
め
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

　

狂
犬
病
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
方
々
か
ら
の
要
望
も

あ
る
の
で
、
獣
医
師
の
方
と
も
十

分
協
議
し
、
前
向
き
に
再
検
討
し

た
い
。

　

ま
た
、
献
血
に
つ
い
て
も
今
年

度
は
、
北
名
古
屋
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
担
当
し
５
回
実
施
す
る
予

定
と
聞
い
て
お
り
、
指
摘
の
と
お

り
多
く
の
住
民
に
協
力
い
た
だ
く

こ
と
は
重
要
で
あ
る
の
で
、
よ
り

よ
い
方
法
を
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

分
庁
方
式
か
ら
本
庁
方
式
に
替

え
ら
れ
る
時
期
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

市　

長　

分
庁
方
式
は
、
不
便
で

あ
る
た
め
、
一
刻
も
早
く
本
庁
方

式
に
し
た
い
。
近
い
将
来
、
本
庁

方
式
を
採
用
し
た
い
の
で
、
総
合

計
画
の
中
に
も
盛
り
込
ま
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

北
名
古
屋
市
は
平
成
18
年
４
月

１
日
現
在
で
、
約
７
万
８
千
人
の

人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
。

　

名
鉄
犬
山
線
は
名
古
屋
方
面
か

ら
犬
山
方
面
へ
と
結
ば
れ
、
名
古

屋
市
営
地
下
鉄
も
乗
り
入
れ
さ

れ
、
き
わ
め
て
ア
ク
セ
ス
の
良
い

状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
市
内
の
す
み
ず
み
に

暮
ら
す
人
々
は
駅
に
出
向
く
の
に

不
便
を
し
、
ま
た
、
歩
車
道
分
離

を
さ
れ
な
い
生
活
道
路
に
危
険
を

感
じ
暮
ら
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
危
険
と
隣
り
合
わ
せ

で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
道
路
や
、

通
学
路
で
あ
り
な
が
ら
大
型
車
の

往
来
、
歩
行
者
や
自
転
車
等
が
一

本
の
道
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
所
が
見
う
け
ら
れ

る
の
で
、
合
併
効
果
を

生
か
し
、
危
険
な
道
路

に
交
通
規
制
等
を
適
用

し
、
市
民
の
安
心
・
安

全
な
快
適
都
市
づ
く
り

の
考
え
は
。

防
災
環
境
部
長　

市
内

の
道
路
を
見
る
と
、
国

道
や
県
道
、
都
市
計
画

街
路
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
は
、
歩
車
道
が

分
離
し
、
歩
行
者
や
自

転
車
の
利
用
者
の
安
全

を
確
保
し
て
い
る
。
歩

車
道
が
分
離
し
て
い
な

い
道
路
に
つ
い
て
は
、

交
通
規
制
に
よ
り
道
路

を
利
用
さ
れ
る
人
や
車
の
安
全
を

確
保
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
危
険
な
道
路
の
一
方
通

行
、
進
入
禁
止
等
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
行
政
と
し
て
も
規
制
が
必

要
な
箇
所
を
把
握
し
、
西
枇
杷
島

警
察
に
要
望
を
し
て
い
る
が
、
地

元
と
し
て
も
、
規
制
の
必
要
な
箇

所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
元
住
民

の
要
望
を
ま
と
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
規
制
の
依
頼
を
し
て
い
き
た

い
。

市
政
ク
ラ
ブ

黒
川　

サ
キ
子

窓
口
業
務
改
善
及
び

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

市
政
ク
ラ
ブ

石
間　

江
美
子

安
心
・
安
全
に
な
る
生
活

道
路
の
交
通
規
制
に
つ
い
て

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

（
要
旨
）

歩車道分離を
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駅
東
地
区
か
ら
福
祉
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
い
と
の
要

望
が
あ
る
。

　

ま
た
、
名
鉄
バ
ス
小
木
線
の
廃

止
に
な
り
北
名
古
屋
市
の
東
地
区

で
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
方
の
交

通
手
段
が
な
く
な
り
大
変
困
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
よ
り
市
民
に
利
用
し

や
す
い
運
行
形
態
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
、
今
後
の
運
行
方
法

や
コ
ー
ス
な
ど
、
ど
の
様
に
さ
れ

る
か
。

福
祉
部
長　

福
祉
交
通
運
行
事
業

に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
図
り
、

本
年
９
月
か
ら
の
運
行
を
目
指
し

て
、
福
祉
部
局
で
検
討
、
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
防
災
・
環
境
部
局
に
お

い
て
も
、
企
画
、
財
政
、
福
祉
、

建
設
及
び
教
育
部
の
関
係
部
署
で

組
織
す
る
「
北
名
古
屋
市
内
循
環

バ
ス
整
備
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
発
足
さ
せ
て
お
り
、
市
内
の
交

通
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
福
祉
交
通
運

行
事
業
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
結
果
が
出
る
ま
で
の
市
民

の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
の
暫

定
的
な
運
用
と
な
る
。

　

学
校
の
ト
イ
レ
は
子
供
た
ち
が

毎
日
利
用
す
る
場
で
あ
り
、
健
康

を
支
え
る
重
要
な
場
と
し
て
考
え

る
。
改
修
さ
れ
て
い
な
い
学
校
の

今
後
の
ト
イ
レ
改
修
計
画
は
。

教
育
部
長　

本
年
度
を
含
め
、
今

後
５
年
間
に
わ
た
り
、
市
内
各
小

中
学
校
で
実
施
を
計
画
し
て
お

り
、
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
に
併

せ
て
、
ト
イ
レ
の
改
修
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　

具
体
的
な
計
画
の
考
え
は
。

教
育
部
長　

市
内
16
校
の
う
ち
、

12
校
に
つ
い
て
、
耐
震
補
強
工
事

が
未
実
施
の
た
め
、
こ
れ
に
併
せ

て
改
修
工
事
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

　

公
共
施
設
等
の
利
用
や
日
常
生

活
上
の
移
動
手
段
と
し
て
の
福
祉

巡
回
バ
ス
と
福
祉
乗
合
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
は
、
当
面
再
編
成
の
う

え
運
行
を
継
続
し
て
い
く
が
、
現

在
一
般
の
交
通
手
段
と
し
て
の
側

面
も
含
め
た
シ
ス
テ
ム
も
研
究
中

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
研
究
さ
れ
、
ま
た
、
日
常
生

活
等
便
利
に
利
用
で
き
る
巡
回
、

運
行
す
る
も
の
を
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

市　

長　

本
年
５
月
に
「
北
名
古

屋
市
内
循
環
バ
ス
整
備
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
上
げ
て
お
り
、

市
内
循
環
バ
ス
整
備
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
結
果
を
早
急
に
ま
と

め
、
そ
の
後
、（
仮
称
）
北
名
古
屋

市
バ
ス
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、

「
乗
り
合
い
バ
ス
」
と
し
て
多
く

の
方
が
乗
り
合
い
、
通
勤
、
通
学

や
買
い
物
な
ど
市
内
の
行
き
来
に

利
用
さ
れ
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
市
内
交

通
シ
ス
テ
ム
の
北
名
古
屋
循
環
バ

ス
整
備
に
向
け
て
、
進
め
て
い
き

た
い
。

　

名
古
屋
市
営
バ
ス
の
乗
り
入
れ

も
検
討
す
る
考
え
は
。

市　

長　

名
古
屋
市
営
バ
ス
の
運

営
は
、
非
常
に
厳
し
い
の
で
、
近

隣
市
町
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

視
野
に
入
れ
接
点
を
持
っ
て
い
き

た
い
。

　

中
心
市
街
地
の
商
業
活
性
化

は
、
北
名
古
屋
市
の
将
来
に
向
け

欠
か
せ
な
い
事
業
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　

そ
こ
で
、
現
在
、
整
理
事
業
が

進
行
す
る
中
、
活
性
化
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市　

長　

建
物
移
転
の
遅
れ
か
ら

都
市
基
盤
の
整
備
が
思
う
よ
う
に

進
ま
ず
、
ま
ち
の
全
体
像
が
浮
か

ん
で
こ
な
い
こ
と
か
ら
、
個
人
の

活
性
化
へ
の
意
欲
の
盛
り
上
が
り

に
欠
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
更
に
魅

力
あ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
努
力
す

る
一
方
、
地
域
関
係
者
に
も
活
性

化
意
識
を
喚
起
し
、
問
題
意
識
を

持
ち
な
が
ら
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
促
進
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。

公
明
党

金
﨑　

慶
子

福
祉
運
行
事
業
の

拡
充
に
つ
い
て

市
民
民
主
ク
ラ
ブ

松
田　
　

功

新
市
に
お
け
る

公
共
交
通
手
段
に
つ
い
て

学
校
の
ト
イ
レ改修

に
つ
い
て

西
春
駅
西
地
区
の
整
備
改
善

と
商
業
の
活
性
化

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

西春駅西地区
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合
併
に
よ
っ
て
事
業
の
運
営
に

ど
れ
ほ
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
か
、

知
ら
れ
て
い
な
い
。
市
民
の
皆
様

へ
合
併
の
効
果
が
如
何
ほ
ど
あ
っ

た
の
か
、
説
明
・
周
知
す
る
手
段

は
。

　

次
に
、
ま
ち
づ
く
り
構
想
調
査

事
業
費
と
し
て
、
３
０
０
万
円
の

予
算
を
確
保
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
内
容
・
成
果
を
目
的
と
し

た
予
算
か
、
ま
た
、
北
名
古
屋
市

と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
予
定

を
持
っ
て
い
る
か
。

　

最
後
に
、
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
、
障
害
者
の
応
益
負
担
の
軽
減

策
と
し
て
、
扶
助
料
の
拡
充
、
対

象
者
の
拡
大
な
ど
、
北
名
古
屋
市

独
自
の
取
り
組
み
は
。

市　

長　

北
名
古
屋
市
に
な
る
ま

で
２
年
を
か
け
両
町
の
事
務
を
す

り
合
わ
せ
、
１
０
０
％
万
全
で
は

な
い
も
の
の
、
北
名
古
屋
市
と
し

て
船
出
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ

う
い
う
中
で
、
現
時
点
で
は
合
併

の
効
果
を
測
定
す
る
ま
で
に
い

た
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
は
、
当
初
の
目
論
見
ど
お
り

合
併
効
果
を
出
す
よ
う
事
務
の
統

合
な
ど
に
努
力
す
べ
き
時
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
、
３
年
後
あ
る
い

は
５
年
後
と
い
っ
た
区
切
り
に

あ
っ
て
合
併
効
果
を
測
定
し
、
議

会
や
市
政
懇
談
会
な
ど
の
機
会
を

捉
え
て
報
告
し
て
い
く
。

　

次
に
、
ま
ち
づ
く
り
構
想
調
査

事
業
は
、
名
鉄
犬
山
線
の
徳
重
・

名
古
屋
芸
大
駅
を
中
心
と
し
た
根

幹
的
な
都
市
施
設
で
あ
る
駅
前
広

場
や
、
こ
れ
に
連
絡
す
る
ア
ク
セ

ス
道
路
等
を
県
道
名
古
屋
豊
山
稲

沢
線
と
鉄
道
と
の
立
体
化
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
望
ま
し
い
総
合
的

な
駅
周
辺
の
交
通
処
理
構
想
を
確

立
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
北
の
玄
関
口
で
あ
る
徳

重
・
名
古
屋
芸
大
駅
を
中
心
と
し

た
地
域
で
あ
る
米
野
・
鹿
田
の
自

治
会
に
は
人
選
を
依
頼
し
て
お

り
、
早
け
れ
ば
７
月
に
は
、
地
域

と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
た
（
仮

称
）
徳
重
・
名
古
屋
芸
大
駅
周
辺

地
域
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
を
発
足

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、
障
害
者
扶
助
料
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
一
元
化
調
書
に

基
づ
き
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
、
障
害

を
お
持
ち
の
方
々
の
実
態
を
把
握

し
て
、
事
務
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　

子
ど
も
の
位
置
の
情
報
を
、
常

に
保
護
者
が
Ｐ
Ｃ
や
携
帯
電
話
で

確
認
で
き
れ
ば
安
心
し
て
仕
事
が

で
き
、
青
色
回
転
灯
パ
ト
カ
ー
や

地
域
住
民
と
の
連
携
に
よ
っ
て
犯

罪
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
抑
止

力
に
な
る
と
思
う
が
、
子
ど
も
の

安
全
確
保
に
関
し
て
の
見
解
と　

Ｃ
タ
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
。

教
育
部
長　

教
育
委
員
会
に
お
い

て
は
、
本
年
度
、
市
内
16
校
、
全

て
の
小
中
学
校
で
、
携
帯
電
話
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
た
保

護
者
へ
、
不
審
者
、
学
校
行
事
等

の
情
報
を
伝
達
す
る
、
携
帯
連
絡

網
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

い
る
。

　

ま
た
、　

Ｃ
タ
グ
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
愛
・
地
球
博
の
入
場
券

の
技
術
応
用
が
可
能
と
の
こ
と

で
、
比
較
的
身
近
に
感
じ
て
い
る

シ
ス
テ
ム
で
、
北
名
古
屋
市
で
の

運
用
の
是
非
に
つ
い
て
、
研
究
を

進
め
た
い
。

　　

団
塊
の
世
代
の
方
た
ち
が
、
活

躍
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
行
財
政
改
革
や
教
育
改

革
の
起
爆
剤
に
な
る
と
考
え
る
。

北
名
古
屋
市
も
「
市
民
に
で
き
る

こ
と
は
市
民
に
」
と
シ
フ
ト
チ
ェ

ン
ジ
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

多
く
の
公
共
施
設
を
団
塊
の
世
代

に
指
定
管
理
者
と
し
て
活
躍
の
場

を
作
る
な
ど
考
え
が
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
授
業
に
外

部
指
導
者
に
よ
る
授
業
を
考
え
て

い
る
か
。

行
政
改
革
推
進
室
長　

団
塊
の
世

代
の
人
た
ち
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
及
び
福
祉
等
の
市
民
活
動
に

参
加
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
大
変
力
強
く
感
ず
る

も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
具
体
的
に
検
討
を
進
め

て
い
る
行
政
改
革
の
中
で
、
指
定

管
理
者
制
度
の
あ
り
方
も
含
め
考

え
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

優
れ
た
知
識
・
技
能
と

社
会
経
験
を
持
つ
学
校
外
の
多
様

な
人
材
を
学
校
教
育
に
積
極
的
に

登
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
子
ど
も

た
ち
に
実
社
会
と
触
れ
る
機
会
を

与
え
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
方
を

身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学

校
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
の
で
、
今
後
も
更
に
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
。

北
名
古
屋
市
無
所
属
ク
ラ
ブ

桂
川　

将
典

市
政
ク
ラ
ブ

太
田　

考
則

　

Ｃ
タ
グ
子
ど
も
見
守
り

シ
ス
テ
ム
の
導
入

団
塊
の
世
代
に

活
躍
の
場
を

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

合
併
効
果
の
説
明
、
ま
ち
づ

く
り
構
想
、
障
害
者
福
祉
へ

の
取
り
組
み
は

青色回転灯パトカー
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名
鉄
犬
山
線
徳
重
・
名
古
屋
芸

大
駅
周
辺
地
区
を
は
じ
め
、
市
内

の
学
校
通
学
区
域
の
早
急
の
見
直

し
を
。
通
学
距
離
や
通
学
路
の
安

全
面
等
を
含
め
、
町
内
会
と
通
学

区
域
が
異
な
る
等
、
再
編
成
を
要

望
さ
れ
て
い
る
。
区
域
変
更
時
期

の
日
程
や
内
容
、
今
後
の
展
開
予

定
は
。

教
育
部
長　

通
学
区
域
の
見
直
し

は
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
通
学
区
域
審

議
会
条
例
を
５
月
の
臨
時
会
で
認

め
て
い
た
だ
い
た
が
、
具
体
的
な

作
業
に
着
手
で
き
ず
に
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
事
務

局
で
協
議
し
、
通
学
区
域
審
議
会

を
発
足
さ
せ
た
い
。
審
議
会
は
、

議
員
、
小
・
中
学
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
、
住
民
代
表
の
20
名
以
内
で

組
織
し
、
生
徒
・
児
童
・
保
護
者

の
視
点
に
立
っ
た
通
学
区
域
の
諮

問
を
し
て
い
き
た
い
。

　

震
災
時
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策

は
、
旧
師
勝
地
区
の
学
校
の
廊
下

側
ガ
ラ
ス
の
み
で
、
旧
西
春
地
区

の
学
校
は
未
実
施
で
あ
る
。
市
内

全
小
・
中
学
校
施
設
全
体
の
ガ
ラ

ス
に
飛
散
防
止
対
策
の
実
施
を
。

教
育
部
長　

市
内
小
・
中
学
校
施

設
全
体
の
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
対

策
の
実
施
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
一
度
に
実
施
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
取
り

組
ん
で
い
く
耐
震
補
強
工
事
と
併

せ
て
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　

市
内
16
の
小
・
中
学
校
の
う

ち
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
旧

西
春
地
区
の
小
学
校
５
校
だ
け
で

あ
る
。
小
学
校
の
不
審
者
侵
入
防

止
対
策
を
他
地
域
の
先
進
的
対
策

を
参
考
に
す
る
な
ど
、
よ
り
安
全

な
学
校
施
設
に
す
る
た
め
、
早
急

に
対
策
の
実
施
を
。

教
育
部
長　

現
在
、
各
校
が
独
自

に
作
成
し
た
不
審
者
侵
入
時
の
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

児
童
・
生
徒
及
び
教
職
員
が
防
犯

訓
練
の
実
施
を
継
続
し
て
い
く
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
旧
師
勝

地
区
の
各
小
学
校
へ
の
設
置
に
向

け
て
具
体
的
な
検
討
を
す
す
め
、

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め

た
い
。

　

「
突
然
の
心
停
止
」
の
原
因
と

な
る
重
症
不
整
脈
に
対
し
、
心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
救
命

す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
が
不
可
欠
で

あ
り
、
今
年
４
月
に
は
子
供
に
対

し
て
も
対
応
で
き
る
器
具
が
承
認

さ
れ
た
。
一
刻
も
早
い
手
当
て
が

生
死
を
分
け
る
だ
け
に
、
市
役
所

を
始
め
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校

な
ど
公
共
施
設
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

を
。
併
せ
て
講
習
会
の
開
催
を
。

福
祉
部
長　

現
在
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
総

合
体
育
館
、
健
康
ド
ー
ム
及
び
師

勝
・
訓
原
・
熊
野
中
学
校
に
設
置

し
て
あ
る
。
本
年
度
は
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
に
設
置
予

定
で
あ
り
、
不
特
定
多
数
の
市
民

が
集
う
公
共
施
設
等
へ
の
設
置

は
、
優
先
場
所
の
選
定
、
予
算
等

を
考
慮
し
、
講
習
会
の
実
施
を
含

め
、
さ
ら
に
導
入
・
普
及
さ
れ
る

よ
う
啓
発
等
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

　

病
後
児
保
育
に
は
、
医
療
機
関

併
設
型
と
保
育
所
併
設
型
が
あ
る

が
、
ど
ん
な
形
の
取
り
組
み
で
進

め
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
そ
の
設

置
時
期
は
い
つ
頃
か
。

児
童
担
当
次
長　

病
後
児
保
育
事

業
は
、
平
成
15
・
16
年
度
に
旧
両

町
が
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
た
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
支
援
を
中
心
と
す

る
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

に
、
重
点
事
業
の
一
つ
と
し
て
実

施
目
標
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

保
育
場
所
と
し
て
は
、
現
在
使

用
し
て
い
る
久
地
野
保
育
園
の
一

部
を
残
し
、
分
園
と
し
て
利
用
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
な

実
施
内
容
は
、
近
隣
市
町
の
取
組

状
況
を
調
査
研
究
し
、
平
成
19
年

４
月
か
ら
事
業
開
始
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

北
名
古
屋
市
で
は
、
不
妊
検
査

費
の
補
助
制
度
が
あ
る
。
わ
が
子

を
こ
の
手
に
抱
く
ま
で
は
と
い
う

思
い
で
治
療
さ
れ
て
い
る
方
に
も

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
の
導
入

を
。

健
康
担
当
次
長　

子
宝
に
恵
ま
れ

な
い
ご
夫
婦
に
対
し
助
成
す
る
こ

と
は
、
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら

も
必
要
と
な
る
。
補
助
限
度
額
は

現
行
ど
お
り
と
し
、
検
査
費
に
治

療
費
を
加
え
、
今
年
度
に
実
施
し

た
い
。

市
政
ク
ラ
ブ

沢
田　
　

哲

旧
町
境
地
域
を
含
め
た

学
校
通
学
区
域
の
見
直
し
を

小
中
学
校
の
震
災
時
ガ
ラ
ス

飛
散
防
止
対
策
の
実
施
を

学
校
施
設
へ
の
不
審
者

侵
入
防
止
対
策
の
充
実
を

病
後
児
保
育
に
つ
い
て

不
妊
治
療
へ
の
支
援
を

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）を
全
小
・
中
学
校
へ
配
備
を

公　

明　

党
塩
木　

寿
子

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

ＡＥＤ
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①　

子
ど
も
の
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
為
に
学
校
で
の
安
全
教
育
は
ど

の
よ
う
な
方
法
で
実
施
し
て
い
る

か
。

　

ま
た
、
通
学
路
の
安
全
確
認

は
、
常
に
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
、
い
つ
、
誰
が

し
て
い
る
の
か
、
児
童
が
危
険
な

目
に
あ
っ
た
事
例
は
な
い
か
。

②　

子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
に
つ

い
て
現
在
、
何
ヵ
所
の
登
録
が
あ

り
、
現
状
の
取
り
組
み
、
定
期
的

な
募
集
、
見
直
し
等
の
考
え
は
。

　

ま
た
、
交
通
指
導
員
の
配
置
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
子
ど
も
の
安
全
を
考
え
た

時
、
交
通
指
導
員
の
存
在
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
思
う

の
で
、
現
状
を
確
認
し
指
導
員
の

増
員
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

市
内
各
校
で
は
、
警

察
と
防
災
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
授

業
時
間
中
に
不
審
者
が
侵
入
し
た

と
き
の
想
定
訓
練
（
各
校
年
１

回
）
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
各
小
学
校
で
は
、

各
学
期
に
一
度
、
通
学
路
の
点
検

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、

児
童
の
下
校
時
に
「
手
を
握
っ
て

離
し
て
く
れ
な
か
っ
た
」、「
後
ろ

か
ら
つ
け
ら
れ
た
」
ケ
ー
ス
の
報

告
が
あ
る
が
、
幸
い
に
し
て
、
た

ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
大
人
の
声
か

け
等
に
よ
り
、
大
事
に
至
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

防
災
環
境
部
長　

現
在
の
子
ど
も

一
一
〇
番
の
家
は
、
市
内
10
校
の

小
学
校
で
２
７
７
ヵ
所
指
定
し
て

お
り
、
警
察
署
長
や
防
犯
協
会
長

が
委
嘱
す
る
子
ど
も
一
一
〇
番
の

家
の
他
に
、
市
独
自
に
、
通
学
路

以
外
で
も
子
ど
も
が
、
緊
急
時

に
駆
け
込
め
る
所
と
し
て
、
理

容
店
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
ー
、
銀
行
、
郵
便
局
に
、
子
ど

も
一
一
〇
番
の
店
と
し
て
、
60
ヵ

所
指
定
し
、
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら

守
る
た
め
の
活
動
を
お
願
い
し
て

お
り
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
交
通
指
導
員

は
、
各
小
学
校
１
名
の
配
置
で
、

登
下
校
の
時
に
交
通
量
が
多
い
危

険
箇
所
に
立
ち
、
児
童
が
安
全
に

学
校
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
交

通
安
全
の
現
地
指
導
を
し
て
お

り
、
今
後
、
指
導
員
の
増
員
に
つ

い
て
は
、
１
校
区
１
名
で
対
応
す

る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
増
員
は

考
え
て
い
な
い
。

　

学
校
評
議
員
設
置
校
は
16
校

中
、
５
校
で
あ
り
、
学
校
評
議
員

設
置
の
根
拠
趣
旨
は
、
地
域
住
民

の
信
頼
に
答
え
、
家
庭
や
地
域
と

連
携
協
力
し
て
一
体
と
な
っ
て
子

ど
も
の
成
長
を
図
り
、
特
色
あ
る

教
育
活
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る

こ
と
に
あ
る
と
思
い
、
ま
さ
し

く
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
の
あ
り
か

た
で
す
。
学
校
評
議
員
制
へ
の
取

り
組
み
未
実
施
の
学
校
に
つ
い
て

は
設
置
徹
底
を
図
っ
て
頂
き
た

い
。

　

ま
た
、
保
護
者
や
地
域
住
民
が

一
定
の
権
限
と
責
任
を
持
っ
て
運

営
に
直
接
参
画
す
る
学
校
運
営
協

議
会
の
設
置
が
可
能
で
あ
る
が
、

こ
の
制
度
へ
の
移
行
に
つ
い
て
も

考
え
を
聞
き
た
い
。

　

最
後
に
、
幼
児
児
童
生
徒
の
安

全
管
理
、
登
下
校
時
の
安
全
対
策

「
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
・
防
犯

ブ
ザ
ー
・
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」
の

活
用
と
、
登
下
校
時
の
安
全
対
策

等
は
、
学
校
や
保
護
者
だ
け
で
な

く
地
域
全
体
で
進
め
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

合
併
を
機
に
改
め
て
学

校
評
議
員
を
全
校
設
置
す
る
こ
と

と
し
、
各
校
の
推
薦
を
経
て
委
嘱

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
に
つ

い
て
は
、
学
校
評
議
員
制
を
整
え

た
後
に
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
登
下
校
の
安
全
管
理
に

つ
い
て
は
、
交
通
事
故
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
連
れ
去
り
や
殺
傷
の
観

点
か
ら
も
子
ど
も
を
守
る
対
策
が

必
要
で
あ
り
、
子
ど
も
一
一
〇
番

の
家
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
本

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
巡
回

指
導
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
全
児
童
・

生
徒
に
配
布
、
携
帯
電
話
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
た
保
護
者

へ
不
審
者
情
報
を
伝
達
す
る
携
帯

電
話
連
絡
網
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実

施
し
、
登
下
校
の
安
全
に
努
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
校
区
安
全
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
は
、
現
在
11
校
の
学
校
で
作

成
し
、
通
学
路
危
険
箇
所
に
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　

情
報
公
開
と
説
明
責
任
を
果
た

す
た
め
の
情
報
発
信
で
あ
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
全
校
設
置
を
。

　

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
す
る

考
え
は
。

教
育
長　

技
術
的
な
課
題
等
も
あ

る
が
、
全
校
で
開
設
で
き
る
よ
う

指
導
、
援
助
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
試
行
校
及
び
全
国
の
動

向
を
見
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た

い
。

市
民
民
主
ク
ラ
ブ

上
野　

雅
美

子
ど
も
の
安
全
対
策に

つ
い
て

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！

学
校
評
議
員
制
か
ら
学
校
運

営
協
議
会
へ
の
移
行
・
登
下

校
時
の
安
全
対
策
の
子
ど
も

一
一
〇
番
の
家
等
の
徹
底

市
政
ク
ラ
ブ

神
田　
　

薫
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全
国
各
地
で
子
供
た
ち
が
被
害

者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
数
発
生
し

て
い
る
。
そ
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
の

「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」
を
作
る
こ

と
は
「
自
分
を
守
る
」
「
危
な
い

場
所
を
知
る
」
と
い
う
意
味
で
効

果
的
な
こ
と
だ
と
思
う
が
当
局
の

見
解
は
。

　
教
育
長　

学
校
で
の
安
全
教
育
と

し
て
、
警
察
と
防
災
グ
ル
ー
プ
の

協
力
に
よ
る
授
業
時
に
不
審
者
が

侵
入
し
た
と
す
る
想
定
の
訓
練
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
学

校
巡
回
指
導
に
よ
り
、
登
下
校
中

や
帰
宅
後
の
不
審
者
に
遭
遇
し
た

時
の
対
応
指
導
な
ど
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
不
審
者

情
報
を
伝
達
す
る
携
帯
電
話
連
絡

網
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。
校
区
安
全

マ
ッ
プ
は
、
現
在
11
校
の
学
校
で

作
成
し
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
の

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。
市
内

の
全
て
の
小
・
中
学
校
で
校
区
安

全
マ
ッ
プ
の
作
成
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

　

農
地
が
年
々
減
っ
て
い
き
、
都

市
化
が
進
ん
で
い
る
。
都
市
公
園

を
造
る
ま
と
ま
っ
た
土
地
が
確
保

出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
都
市
計
画
を
ど
の
程
度

考
え
、
推
進
し
て
い
く
の
か
。

建
設
部
長　

特
に
都
市
部
に
お
い

て
、
都
市
公
園
は
防
災
機
能
な
ど

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
都
市
施
設

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
土
地
区
画

整
理
事
業
や
買
収
方
式
に
よ
り
用

地
を
確
保
し
、
整
備
に
努
め
て
い

る
が
、
財
政
面
か
ら
思
う
よ
う
に

進
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
に

10
ヵ
所
都
市
公
園
を
供
用
開
始

し
、
ほ
か
に
４
ヵ
所
用
地
を
確
保

し
て
お
り
、
順
次
計
画
的
に
整
備

し
て
い
き
た
い
。
今
後
、
策
定
さ

れ
る
総
合
計
画
の
基
本
方
針
に

沿
っ
て
早
期
に
実
行
性
の
あ
る
公

園
の
整
備
目
標
を
定
め
る
。
必
要

に
お
い
て
は
、
貴
重
な
集
団
農
地

を
都
市
計
画
決
定
す
る
。
で
き
れ

ば
、
生
産
緑
地
制
度
も
活
用
し
た

段
階
的
な
整
備
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

　

小
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
の
拡
大
・
拡
充
、
段
階
的
に

引
き
上
げ
を
。

市　

長　

少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

の
施
策
の
一
つ
と
し
て
考
え
る

が
、
本
市
の
財
政
状
況
か
ら
は
現

段
階
で
の
実
施
は
難
し
い
。

　

福
祉
巡
回
バ
ス
・
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
病
院
や
公
共
機
関
、
駅
な

ど
へ
の
運
行
の
拡
大
・
拡
充
を
。

市　

長　

（
仮
称
）
北
名
古
屋
市

バ
ス
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、
公

共
交
通
機
関
の
整
備
に
向
け
て
の

方
針
を
ま
と
め
、
進
め
て
い
き
た

い
。

　

西
庁
舎
分
館
（
旧
西
春
町
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
）
は
、
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
分
館
と
し
て
活
用

を
。

市　

長　

よ
り
規
模
の
大
き
い
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
旧
師
勝
町
に

あ
る
。
ま
た
、
１
、
２
階
部
分
は

分
館
、
３
階
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
利
用
と
な

り
、
利
用
形
態
は
今
ま
で
と
同
様

で
あ
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
の
市

長
の
見
解
は
。
次
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
市
直
営
で
。
ま
た
、
住

民
検
診
を
無
料
で
。

市　

長　

指
定
管
理
者
制
度
の
活

用
は
、
導
入
し
て
い
る
施
設
も
含

め
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。
市
直

営
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
と
意

義
を
調
査
研
究
し
、
検
討
し
た

い
。
検
診
受
診
料
は
、
実
費
用
の

約
３
割
を
個
人
負
担
と
し
、
70
歳

以
上
の
方
や
生
活
保
護
・
市
民
税

非
課
税
世
帯
、
障
害
者
医
療
費
受

給
者
証
所
持
者
は
無
料
と
し
て
お

り
、
一
定
の
受
益
者
負
担
は
や
む

を
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　　

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に
よ

り
負
担
が
厳
し
く
な
り
、
市
独
自

の
支
援
を
。
ま
た
、
介
護
保
険
制

度
に
も
市
独
自
の
軽
減
制
度
の
確

立
を
。

市　

長　

今
年
度
、
障
害
者
計
画

策
定
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
障

害
を
お
持
ち
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
、
制
度
の
充
実
に

努
め
た
い
。
介
護
保
険
料
を
18
年

度
か
ら
国
の
基
準
に
見
直
し
た
。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

創
設
し
、
支
援
が
で
き
る
よ
う
整

備
し
て
い
る
の
で
、
当
面
、
市
独

自
の
負
担
軽
減
制
度
は
考
え
て
い

な
い
。

市
政
ク
ラ
ブ

堀
場　

弘
之

子
供
た
ち
の
安
全につ

い
て

都
市
公
園
に
つ
い
て

医
療
費
無
料
化
の段

階
的
引
上
げ

日
本
共
産
党

渡
邉　

紘
三

病
院
や
公
共
交
通
網へ

の
運
行
を

旧
西
春
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
福

祉
の
西
春
分
館
と
し
て
活
用
を

合
併
後
も
、福
祉
の
後
退
を
し
な
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の
方
へ
の

負
担
軽
減
の
た
め
に

一
般
質
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
！
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３
月
20
日

北
名
古
屋
市
市
制
施
行

４
月
18
日

東
海
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
　

21
日

愛
知
県
日
進
市
議
会
視
察
来
庁

　
　

23
日

北
名
古
屋
市
議
会
議
員
選
挙

　
　

24
日

市
議
会
議
員
当
選
証
書
付
与
式

５
月
９
日

千
葉
県
浦
安
市
議
会
視
察
来
庁

　
　

13
日

長
野
県
大
桑
村
植
樹
祭

　
　

15
日

議
員
懇
談
会

　
　

22
日

臨
時
会

全
員
協
議
会

　
　

24
日

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
（
〜
25
日
）

　
　

26
日

二
組
合
議
事
運
営
会
議

　
　

31
日

西
春
日
井
市
町
議
長
会

６
月
２
日

議
会
運
営
委
員
会

　
　

９
日

本
会
議

　
　

12
日

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

14
日

議
会
運
営
委
員
会

　
　

15
日

本
会
議

　
　

16
日

本
会
議

　
　

19
日

予
算
特
別
委
員
会

　
　

20
日

予
算
特
別
委
員
会

　
　

21
日

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

　
　

22
日

建
設
常
任
委
員
会

　
　

23
日

行
政
常
任
委
員
会

　
　

26
日

議
会
運
営
委
員
会

　
　

27
日

本
会
議

全
員
協
議
会

　
　

28
日

北
名
古
屋
水
道
企
業
団
議
会
臨
時
会
・
全
員
協
議
会

北
名
古
屋
衛
生
組
合
議
会
臨
時
会

　
　

29
日

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

議 会 活 動 報 告

編
集
後
記

　

８
月
に
入
り
、
夏
本
番
の
季
節

と
な
り
、
セ
ミ
の
声
、
ひ
ま
わ
り

も
元
気
な
姿
で
あ
り
ま
す
。

　

北
名
古
屋
市
も
合
併
し
て
、

４
ヵ
月
余
り
が
過
ぎ
、
市
議
会
に

お
い
て
も
初
め
て
の
定
例
会
を
無

事
に
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

議
員
24
名
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
代
表
・
個
人
質
問
、
質
疑
等
、

活
発
な
意
見
、
審
査
が
さ
れ
、
新

た
に
北
名
古
屋
市
議
会
丸
と
し

て
、
大
海
へ
船
出
し
ま
し
た
。

　

任
期
４
年
間
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が

開
か
れ
、
本
市
の
将
来
像
を
見
据

え
、
市
民
の
「
声
」
を
反
映
し
な

が
ら
、
ま
い
進
す
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。

水防訓練

次の定例会は９月です。
あなたも一度、議会の傍聴を

 ９月定例会日程（予定）

９月５日
本会議（議案の上程・
説明）

９月11日
本会議（質疑・委員会
付託・一般質問）

９月26日
本会議（委員長報告・
質疑・討論・採決）

市のホームページからも議会だより
が閲覧できます。

http://www.city.kitanagoya.lg.jp




